
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料作成：滝本やすし(石川県金沢市) 

 

丸岡町篠岡笠間神社の六十六部の石仏 



 

丸岡町 

01篠岡 笠間神社／六十六部の石仏 

02巽町 浄土宗本光院／徳本名号塔、六地蔵、五輪塔(本多家歴代墓標) 

03石城戸町 浄土宗白道寺／亀趺墓(日向御前墓標) 

04谷町２丁目 近藤家／不動三尊、熊野権現、行基菩薩 

05猪爪６丁目 猪爪第３公園弁財天宮／宇賀弁財天、不動明王 

06東二ツ屋 白山神社／水天 

07山崎三ケ 種神社／振姫と男大迹王(幼少期の継体天皇) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



遠江國 秋葉権現 大和國 春日大明神 能登國 虚空蔵菩薩 

01丸岡町篠岡 笠間神社／六十六部の石仏 

笠間神社の祭神は、天照皇大神。拝殿の左手に、笏谷石製の石仏が４０体ほど

並べられている。そのほとんどが大きく破損しており、完品は数体である。これ

らと同じ形状の石仏を、西南西に２００メートルほど離れた篠岡の天台宗高岳寺

墓地に残欠６体、南東に４００メートルほど離れた曽々木の八坂神社境内に１体、

東北東に５００メートルほど離れた田屋集落路傍のコンクリートブロック製の

小堂内に１体、北に２００メートルほど離れた与河八幡神社境内に６体、さらに

近隣の路傍にも数体を確認している。 

 完品の法量は、幅が２６～２７cm。高さは、座像が彫られたものは５０～６０

cm で、立像が彫られたものは７０cm ほどである。完品および刻像部分の残る残

欠は４２体確認され、そのうちの１５体が神像である。いくつかの個体に、諸國

名と寺社名(または尊名)が刻まれている。そして正徳３(1713)年の銘や、千手院

春仙という願主名なども読み取れる。諸國名と寺社名(または尊名)が刻まれてい

ることから、これらの石仏群は同時に作られた六十六部の石仏である。 

 



02巽町 浄土宗本光院／徳本名号塔、六地蔵、五輪塔(本多家歴代墓標) 

 宝照山本光院月窓寺は浄土宗鎮西派の寺院で、阿弥陀如来を本尊としている。

慶長１８(1613)年に、本多家の菩提寺として創建された。 

 門前に徳本上人書の名号塔が建てられており、境内に入ると小堂内に六地蔵や

不動明王などの石仏が納められている。墓地には、本多家歴代の墓標である大き

な五輪塔が並んでいる。 

 

03石城戸町 浄土宗白道寺／亀趺墓(日向御前墓標) 

 二岸山月光院白道寺は浄土宗の寺院で、阿

弥陀如来を本尊としている。慶長１８(1613)

年に、キリスト教から浄土宗に改宗した有馬

直純が白道上人を招いて、有馬家の菩提寺と

して創建されたと伝えられている。墓地には、

有馬直純と日向御前(国姫)の墓標が並んで

建てられている。白道寺には徳川家康の曾孫

である日向御前がいっしょに埋葬されたの

で、徳川家に遠慮した有馬康純は二代目以降

の菩提寺として天台宗日曜山高岳寺を創建

している。康純以降の有馬家歴代墓標(五輪

塔)は、高岳寺に建てられている。 

 

 



04谷町２丁目 近藤家／不動三尊、熊野権現、行基菩薩 

 近藤家の玄関先に石祠が

建てられている。奥壁には、

不動三尊、熊野権現、行基菩

薩の５体が浮彫りされてい

る。熊野権現は、本地仏であ

る阿弥陀如来の姿で彫られ

ている。詳細は不明であるが、

先代が京都から持ってきた

そうである。 

不動三尊、熊野権現、行基

菩薩の５体は、富山県上市町

の真言密宗大本山金剛不壊

寺(大岩山日石寺)の本尊で

あり、この石像はその摸刻で

あろう。 

 

05猪爪６丁目 猪爪第３公園弁財天宮／宇賀弁財天、不動明王 

 猪爪第３公園内に弁天清水があり、猪爪八

幡神社の境外社である弁財天宮が建てられ

ている。弁財天宮の中には、３基の石祠が納

められている。 

中央の石祠は手、前に小さな狛犬が１対置

かれている。石祠の奥壁には、頭上に蛇を載

せ、右手に剣を、左手に宝珠を持つ１面２臂

の弁財天座像が浮彫りされており、美しく彩

色されている。石祠の左右の柱には「泰開眼

弁財天守護祈所」「元禄七(1694)甲戌二月十

九日 泰長院敬白」と刻まれている。真言宗

泰長院は八幡町の河濯神社の別当であった

が、明治初頭の神仏分離の際に廃寺となった。

いっしょに祀られていた木造の弁財天は、石

城戸町の曹洞宗台雲寺へ移されている。 

向って左の石祠には不動明王が彫られて

いるが、右の石祠は内部を確認できない。 



06東二ツ屋 白山神社／水天 

白山神社の祭神は、伊邪那岐命。拝殿の

左手前に境内社である川上神社の祠が建

てられており、笏谷石製の光背型水天立

像が納められている。右手に剣を、左手

に蛇索を持っている。祠内に由来書が掲

げられている。 

川上神社御神体由来 

御神体は明治１８年３月頃十郷用水の新江用水

取入口の新江堰の補修工事の時部落の人々に

よって発見されて以来当区の水神様として白山

神社境内に安置することヽなり区民に親しまれ今

日に至る 

竣工奉祝祭平成１４年８月４日 

 

 

 

 

07山崎三ケ 種神社／振姫と男大迹王(幼少期の継体天皇) 

 平成２５年に、継体天皇の生誕地に近い

種神社の境内に建てられた母子の像。 

 

 

 

 

 

 

 

 


